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がなければ建設的な議論はできな

いので，とにかくデータをとるこ

とから始めました。まずは「かわ

いい」という言葉に対するイメー

ジ ― たとえば「美しい」や

「きれい」とはどう違うのか ―

を調べました。すると学生や社会

人はある程度一貫したイメージを

「かわいい」に対して持ち，男女

を問わず多くの人が「かわいい」

に関心を持っていることがわかり

ました。このようなアンケート調

査は，学術的価値は低いですが，

「これからこの研究を進めていこ

う」という自信につながりまし

た。

何をかわいいと思うかは人それ

ぞれです。しかし，ある対象をか

わいいと感じるときの心の状態に

はきっと共通点があるはずです。

そこで，私は「かわいい」を対象

の属性ではなく，その対象に接す

る人が抱く感情として捉え，その

感情の性質や機能を探るという方

略をとりました。コロンブスの卵

のような発想の転換が，実証的に

研究を進める糸口となりました。

かわいいものを見ているときの生

体反応を計測したり，主観的にど

う感じているかを質問紙で答えて

もらったり，行動的なあらわれを

調べたりといった実験をしていま

す。「かわいい」が怒りや恐怖の

ような個別感情といえるかはまだ

わかりませんが，接近動機の高い

ポジティブ感情であることは確か

です。

現在は，「かわいい」感情が行

動パフォーマンスや注意の範囲

に及ぼす効果を調べています 1。

また，ベビースキーマの考え方の

根底にある「幼さ」と「かわいさ」

の関係についても批判的に検討し

ています。幼さはかわいさの十分

条件でも必要条件でもないという

ことを示すとともに，女性性とか

わいさの関係についても研究を始
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―「かわいい」研究を始められ

たきっかけについてお聞かせくだ

さい。

5 年ほど前，学生が「かわいい」

についての研究をしたいと言って

きました。最初はとまどいました

が，手探りで始めたのがきっかけ

です。私の専門分野は二つありま

す。ヒトの心理活動を主観・行

動・生理の 3 側面から眺める心

理生理学と，ヒトとモノ（コンピ

ュータやメディアなどの人工物）

との関係を調べる工学心理学で

す。

もともと私は，日常生活で起こ

りうる具体的な場面での心理活動

を包括的に扱ってみたいと考えて

いました。「かわいい」というの

は，小さい子からお年寄りまで誰

もが知っている日常的なテーマで

す。認知や感情といった個人内過

程にとどまらず，社会的関係や発

達，性差・文化差までを含んでい

ます。その日常性と幅広さを面白

いと思ったのが，研究を始めた一

つのきっかけです。

もう一つ，「かわいい」はモノ

によって媒介されます。地域の活

性化をめざした「ゆるキャラ」な

どが盛んに作られていますが，そ

ういったモノが人間の認知や感

情，行動に与える影響を知ること

は，工学心理学として面白いテー

マです。

―「かわいい」について，これ

まで明らかになったことと今後の

展望についてお聞かせください。

研究を始めたとき，「かわいい」

に関する文献を徹底的に調査しま

した。主に人文学や社会学に基づ

くエッセイが多く，心理学的に

「かわいい」をどう捉えたらいい

のか，結局よくわかりませんでし

た。実験心理学では，ローレンツ

のベビースキーマの考え方に基づ

き，幼児の顔や体型の特徴とかわ

いさの知覚との関係を調べた研究

があります。しかし，どんな身体

的特徴をかわいいと感じるかを調

べたとしても，私たちが日常生活

で体験する「かわいい」の本質に

は迫れない気がしました。データ
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めました。この研究によって，

「ベビースキーマを持つ対象はか

わいい」という旧来の単純な図式

を超えた新しい「かわいい」像を

提示できるのではないかと期待し

ています。「かわいい」には，生

物学的な基盤を持つ感情としての

「かわいい」と，文化に左右され

る価値観としての「かわいい」が

あります。「かわいいの二層モデ

ル」と名づけたこの仮説に基づき，

今後は「かわいい」の文化差にも

アプローチしたいと考えていま

す。

―「かわいい」研究の魅力とは

何でしょうか？

最大の魅力は，日本から発信で

きる数少ないオリジナルな研究テ

ーマであるということです。これ

はまさにチャンスです。日本語の

「かわいい（kawaii）」は，アニメ

やキャラクターグッズ，ファッシ

ョンを通じて，世界中で知られる

ようになりました。「かわいい」

という感情には生物学的な基盤が

あるはずですから，海外でもそう

いった製品がある程度受け入れら

れることは想像できます。しかし，

ただモノを作って売るだけでな

く，「かわいい」とはこういうも

のなのだと理論的に説明できるよ

うになることが，日本人 ― 日

本の心理学者 ― の仕事だろう

と考えています。その知識を使っ

てかわいいものがデザインできる

ようになれば，商品に付加価値を

つけることもできます。

土居健郎が提唱した「甘え」と

いう概念が世界に影響を与えたよ

うに，「かわいい」の心理学も日

本から発信できるはずです。そう

しないと，近いうちに他の国に先

を越されてしまうでしょう。いま

日本の心理学者が「かわいい」に

取り組めば，オリジナリティの高

い研究として評価され，世界的な

注目を集めるはずです。焦りも感

す。私は俗に「現象系」と呼ばれ

る，やってみた感の強い研究スタ

イルを持ち味にしていたのです

が，実は「理論系」と呼ばれる，

理論検証型のスタイルのほうが良

いのではと感じることがあるので

す。そのことを率直に入戸野先生

に相談したところ，以下のアドバ

イスを頂きました。

―どちらが良いとかではなく，

他人とは違うテーマや自分の強み

が活かせるスタイルを選ぶ他ない

のではないでしょうか。自分より

優れた知識・スキル・研究環境を

もっている人は世界中に大勢いま

す。できないことはできないので

すから，それを気にしても落ち込

むだけです。私は自分にできるち

ょっと変わったテーマを取り上

げ，堅実な方法で取り組むことを

めざしています。「かわいい」の

研究もそうです。変わったテーマ

を取り上げる以上，方法論がしっ

かりしていなければ揚げ足をとら

れますからね。―

なるほど。先生にご相談できた

ことで大変励みになりましたし，

現象系と理論系の両方が存在し得

る心理学という学問についてより

興味深く感じるようになりまし

た。心理学はかわいいです。

―――――
1 インタビュー後，Nittono et al.,

2012 として PLoS ONE 誌にて刊行。
全世界で 70 以上のメディアに取り
上げられ，国際的に大きな注目を集
めている。

じますが，「かわいい」は日本の

歴史と文化を背負ったテーマなの

で，本家としての自信をもって研

究を進めています。

―「かわいい」研究の展開にあ

たって気をつけられている点など

ありますか？

このようなポップな研究テーマ

は，大衆に迎合して粗雑になりや

すい傾向があります。一般受けす

るテーマだからこそ，方法論を慎

重に選んできちんと進めないとい

けません。「かわいい」に興味を

もって，まじめに研究する人が増

えることを期待しています。

■インタビュアーの自己紹介

インタビューを終えて

入戸野先生はこれまで非常に幅

広い研究テーマを扱ってこられま

した。その中であえて今回は「か

わいい」研究に絞ってインタビュ

ーさせていただきました。その理

由は先生が語っておられるよう

に，非常にチャレンジングながら

もそれだけ価値のある，日本人と

して勝負に出るべき研究対象だか

らと思うからです。そのため，今

回せっかく貴重な機会をいただけ

たので，「かわいい」を研究する

ということについて皆様にお知ら

せしたかったという思いがありま

した。うまくお伝えできていれば

感無量です。

研究スタイル

話は変わりますが，実は私は自

分の研究スタイルに悩んでいま

この人をたずねて
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